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値価料飼のギムンヽ

1 は じ め に

県内にも分布が確認されているシバムギは,草地に侵入

するとそのHI盛な繁殖力によって分布域を拡大し,牧草の

生育を阻害することから一般には強害雑草として扱われて

いる。しかしながら,生産現場では特に防除せずに飼料と

して利用している例もみられる。

そこで,飼料資源としてのシバムギの価値について生態

特性,採草利用した場合の収量性・栄養価,そ して嗜好性
の面から検討を行い,若千の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

は)部位別繁殖能力
TttS牧野から採取した茎 (地際部),地下茎及び場内
産の種子を材料として用いた。園芸用ポットに茎,地下茎

は 1本 (1996年 6月 ).種子は20粒 (1996年 9月 )を各部
位別に植え付けた後,屋外に放置してその後の生育状況を

調査した。なお,植え付けポット数は各部位とも10である。

2)刈取時期別 1番草の収量性と栄養価
ンバムギ (外山産,滝沢産),オ ーチャー ドグラス (キ

タミドリ.以下 OGと いう).チモシー (ホ クオウ,以下
TYと いう)を供試した。播種時期は1997年 9月 で播種量
はシバムギが1 5kg/10a,OGが 2 0kg/10a,TYが 1 5kg

/10aである。造成時に基肥としてN― P― K=7-14-
7 kg/10a,ま た利用 1年目から追肥として N― P― K=
4-2-4 kg/10aを 早春及び各番草刈取後 (ただし,最
終刈取後は除く)に追肥した。 1番草の刈取時期は5月 20

日,31日 ,6月 10日 ,21日 ,30日 ,7月 9日 の各時期とし,
再生草については 1番草刈取日から各40日 間隔とした。な

お,刈取日が9月 20日以降になる場合は10月 15日 に一斉刈

取とした。

6)嗜好性
場内産のンバムギ 1番草,OGl番草,OG2番草を乾草
に調製して供試飼料とした。嗜好性試験は,場内の搾乳牛

5頭を用いた。試験期間は20∞年11月 1日～ 8日 0鮫 1:
ンパムギ 1番草とOG 2番草),2000年 11月 9日 ～16日

(比較 2:シバムギ 1番草とOGl番草)と した。比較 1,
2と も供試飼料10kg(1頭当たり2 kg)を 1日 1種類ずつ

毎日,交互に変えて給与 した。給与は午前 9:00～ 10:00

の 1時間とし,その間の採食行動と採食量を調査した。な

お,供試牛にはTMRを 自由採食させた。

3 試験結果及び考察

0)部位別繁殖能力
いずれの部位からも出芽・生育したが,特に地下茎から

の出芽率が高い傾向にあった。翌年の夏期の生育について

も1株当たりの出穂本数,1ポ ット当たりの収量は地下茎
が他の部位に比べて高い傾向にあった (表 1)。 耕起等に

表 1 シバムギの部位別発芽・定着状況

調査月日

部位

H81115 H981
出芽撃 生育株数 草丈 草丈 出穂本数 1株当り  生草重
株/ポット m  颯 本/ボット 出穂本数 g/ボット

f菫lF    45 5  91   84 912  10 2   11   71 8
茎(地際部)500   38  231 848  111   29    619
根(地下茎)700   27  188 903  123   46   1376
注 1 茎・地下茎の出芽率は発芽ポット数/植付ポッ

ト数10で算出。
2 茎,地下茎からの生育株は 1本の茎,地下茎か
ら分岐したもの。

よって生体が断片化した際には,圃場への蔓延が加速する

ものと思われる。

2)刈取時期別 1番草の収量性と栄養価
出穂期は6月 中旬 (6月 17日 )であり,TYの早生品種
ホクオウとほぼ同時期である。

1番草の乾物収量は出穂期を迎える頃 (6月 9日刈取)

から急激に増加し始め,7月 9日 の時点では約400kg/10a

前後の収量が得られた。比較的早い時期に利用した場合に

はTYと はぼ同程度の収量が得られるが,出穂始期以降に

利用した場合ではTYの 8割程度の収量となった。また,

再生力についてもOGほ ど高くはないが,特に夏期高温時
の再生力はTYよ りも優れる傾向が伺われた (表 2)。
栄養価についてはCP含量は各刈取時期を通 じて OG
や TYよ りも高い傾向にある (図 1)。
TDN含量はTYよ りやや低い程度で,生育ステージが
進んでもOGの ように急激な低下はみられず,その低下は
比較的緩やかである (図 2)。 なお,TDNに ついては下
記の推定式によった。

TDN=1111× (Occ+Oa)+0605× Ob-188 文献 1)

― H7-
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表 2 乾物収量の推移 (DMkg/10a) 表 3 搾乳牛に対するシパムギの嗜好性
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刈取時期別 1番草の乾物中 CP含量の推移

1 場内産 総採食量α0   52  47  44  37  46
総採食時間 0)  lm  lo  140  175  161

シ′ヾムギ1番草 給与日 11/0911/1111/1311/15

;螂 1螢][|・IIわ囀1瑾 I
総採食時間 0》   210  250  18b  195  218

注 総採食量,総採食時間は供試時間 (9:00～ 10:lKl
の 1時間)内の供試牛 5等の合計
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図3 刈取時期別 1番草の乾物中ADF含量の推移

搾乳牛に対する嗜好性はOGl番草>シバムギ 1番草>
OG2番草の順であった。特に,シバムギはoGに比べて
茎部の割合が高いためか,残飼は茎の部分が多い傾向にあっ

た (表 3)。

4 ま

ンバムギは高い繁殖力を持ち,生産性は牧草に比べて低

いが,栄養価についてはCP含量が牧草に比べて高く,そ
の他の栄養価はほぼ牧草並であること,ま た嗜好性につい

ても抵抗なく採食することが明らかとなった。

シバムギをこれまでどおり雑草としてみるのか,飼料資

源としてみるのかで対応は異なるが,前述のとおり生産性

が低いことから,新播草地のような生産性の高い草地に侵

入した場合には早急に防除策を講じて蔓延を防止するべき

である。しかし,経年化して生産性が低い草地にみられる

ような場合には,無理に防除しなくても飼料として利用す

ることは十分に可能である。
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1■摯刈取日

図 2 刈取時期別 1番草の乾物中 TDN含 量の推移

ADFは 生育ステージが進むにつれて高まるが,そ の度
合いは極めて緩やかである (図 3)。

3)嗜好性
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